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ブラジル へ 帰国した 日系人青年た ちの ライ フ ス トー リー

1」」ノ 内　裕子 （関西大学）

〈問題 の所在〉

　 日系人の合法的就労を可能に し た1990年の 出

入国管理法改正か ら、間もなく四半世紀が経 と

うと し て い る。
1990年以降、 多くの ブ ラジ ル 人

の子 どもたちが親 とともに来 日し、日本 の 学校

で 学ぶ よ うになっ た。同年以 降在 日ブラジル 人

の 人 口 は増加 の
一

途をた ど り、 2007年には約 32

万 人 と最多で あ っ た が 、翌年秋 に起 こ っ た リ
ー

マ ン シ ョ ッ クと2011年春に起 こ っ た東日本大震

災 の 影響で 、2013年末には約 18万 人と減少 し て

い る 。 こ れま で もブ ラジル へ の帰国は見られた

が 、2008 年秋以降 、 定住する と見られ て い た在

日ブラジル 人 の 多くが、ブラジル に帰国し て い

るの で あ る 。 すなわち 、 現在ブ ラ ジル 国内 に は 、

日本 で の 生活歴 を もっ た 日系人が多く住んで お

り、そ の 中には、日本の 学校で教育を受 けた経

験を もつ 、10代か ら30代の若者が多数含まれて

い る 。

　で は、日本 で学齢期を過 ご した在日ブラジル

人の 若者たちは、ブラジル 帰国後、どの よ うな

人生 を送 っ て い る の だろ うか。また彼／彼女 ら

の 日本で の 被教育体験は、そ の後の ライ フ コ ー

ス や進路、文化的ア イデ ン テ ィ テ ィ の 形成に ど

の よ うな影響を及 ぼして い る の だろ うか。本報

告で は 、ブ ラジル サン パ ウロ 州で実施し た 5名

の 帰国青年 へ の イ ン タ ビ ュ
ーの 分析を通 して 、

日本で 教育を受けた後、日本 の 公立学校お よび

ブラジル 人学校に よる社会化 と進路形成の過程

と 、 彼／彼女らの 文化的志向 ・アイデン テ ィ テ

ィ 形成過程 を明 らか にする。

　なお 、報告者は これま で 、在日ブ ラジル 人の

子 どもたちをすなわち 「トラン ス マ イ グラ ン ト」、

すなわち 「異なる文化 の 間をたやすく移動 し、

二 つ の 国に ふ る さとを持ち、二 つ の国の 両方 に

お い て 経済的 ・政治的 ・文化的な関心を追求す

る人 々 」　（Portes　1997：812） ととらえ、ハ ヤ シ

ザキ らとともに 日本 とブラジル の 双方 で 、共同

研究
※
を行 っ て きた。本報告はそ の

一
部で ある。

＜研 究方法＞

　2014年3月、ブ ラジル連邦共和国サン パ ウロ 州

サ ン パ ウロ 市お よびそ の 近郊都市に おい て、 5

名の 日系人青年に対 して半構造化イ ン タ ビ ュ
ー

を実施 した。また、後述の よ うに、今回 の 調査

対象者は全員、目本語を流暢に話すこ とが可能

で あ っ た こ とか ら、イ ン タ ビ ュ
ー

は全て 日本語

で 行 っ た。

〈 調査 対象者の概要〉

　調査 対象者 は 、 5名 とも 日系の親 と非 日系の

親 との 間に生まれ た、メ ス チ ッ ソ／メ ス チ ッ サ

（ポル トガル 語 で 「混血 」 の 意味）の 日系 三 世

で あ る。内訳は 、男性が2名、女性が3名で あ り、

年齢は 10代後半か ら20代後半で あ る。全員、日

本 の 学校 に通 っ た経験をもつ が、1名のみブ ラジ

ル 人学校 の 出身で、残 り4名 は公 立校 の 出身であ

る 。 ブラ ジル 人学校へ 通 っ た者 も含めて 、全員

が 日本語 を流暢に話す。調査対 象者の詳細に つ

い ては、当 日配布 の 資料 を参照 され たい
。

〈 分析 〉

　調査対象者 5名 へ の イ ン タ ビ ュ
ーを分析 した

結果、以下 の よ うな共通点が明 らか とな っ た。

1）きわめて 高い 日本語力を有 し てお り、ブ ラジ

ル で は、日系社会 もしくは 日本人駐在員社会に

お い て、日本語 を生か した仕事に就い て い る。
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また、5名中3名は 、ポル トガル 語よ り日本語の

方が得意で ある と答えて い る。

2）日本で の 生活や経験そ して 日本の サブカル チ

ャ
ー

を肯定的に とらえて お り 、 日本 へ の 文化的

指向性 が 高 い
。

3）片方 の親が非 日系で あ る ためか、家庭の文化

的指向性はブ ラジル 的で あ り、親も日系社会 （コ

ロ ニ ア） とは距離を置い て い る 。

4）メ ス チ ッ ソ ／メ ス チ ッ サ で あるため 、 日本で

は 「ブ ラジル 人 」 とみ なされて きたが、ブラジ

ル で は、非 日系の友人か ら、「ジャ ポネース （日

本人、目系人）」 「ジ ャ パ 」 等と呼ばれて お り、

また 自身もそ うし たカテ ゴ リー化を特に否定せ

ず、む しろ肯定的に受け入れ て い る。

5）親の学歴は必ず しも高い とは言 えない が、5

名中4名がブ ラジル または 日本で大学に進学 し

て い る （1名が 日本、3名がブ ラジル ）。

6）仕事 の 都合上、日系社会もしくは 日本人社会

とっ なが りはあるが 、 ブラジル 育ち の エ リ
ー

ト

日系人たちとは、つ なが りが 希 薄で ある。 また 、

日本の ア ニ メや漫画が好きで 自発的に 日本語 の

勉強を始めた非 日系の ブラジル 人 とも、つ なが

りは 薄い 。

7）現在大学在学中 の 者が 3名 、 既に大学を卒業

して働い て い る者が 1名、高校または大学の い ず

れも進学 し て い ない者が 1名で あるが、全員何 ら

か の 形で仕事をもっ て お り、多忙な日常を過 ご

して い る。

8）Facebookを活用 してお り、ブラジル 国内の み

ならず、日本在住の ブラジル 人または 日本人 の

友人 と、 日常的に イ ン タ
ー

ネ ッ ト上 で近況を報

告 し合 っ て い る。

〈 考察および今後の課題〉

　調査の 結果か ら、ブラジル へ 帰国 した 日系人

青年た ちは、自身の エ ス ニ シ テ ィ や 日本語力、

そ して 日本で の 経験を肯定的に とらえ、日本語

を積極的に使 うこ とに よっ て 、キ ャ リア を形成

して い る こ とが明 らかになっ た 。 また、学齢期

の ほ とん どを日本で過 ごした こ とか ら、日本 の

サブ カ ル チャ
ー

に愛着をもち、趣味や嗜好、価

値観が
一

致する同じ境遇 の 帰国青年 との 交流を

望ん で い るが、仕事や学業で 多忙な 日常生活に

お い て 、 対面で の交流は容易で はな い
。 そ の た

め 、 イ ン タ
ーネ ッ トの SNS や メ ッ セ ン ジ ャ

ー
等

を駆使 し て友人と交流を図 っ て い る こ とが明ら

か となっ た。こ の よ うに、ブ ラジル へ 帰国 した

日系人青年た ちは、ま さに 「トラン ス マ イ グラ

ン ト」 として の 日常を生 きて い る。

　また、ブラジル で は伝統的に大学は午前また

は夜間の 二部制で あ り、多くの学生が働きなが

ら学ん で きたが、近年、学歴志向を受けて比較

的入学 しやすい 私立大学が急増 して い る。そ の

た め、日本か ら帰国 した青年た ちも、帰国後、

働きなが ら大学へ 進学する こ とが可能 とな っ て

い る こ とが明 らか とな っ た 。

　なお、今回 の イ ン タ ビ ュ
ー

対象者 の うち4名 は 、

サ ン パ ウロ 市内の 日系団体で 勤務 して い る （ま

たは勤務 して い た）者で あ り、目本語能力が高

い だ けで はな く、日本 へ の 文化的志向性 も他の

帰国青年 より高い と思われ る 。 よ っ て今後 は、

日本語能力の 有無や出身学校 （ブラジル 人学校

／公立学校）の違い 、日本での 居住年数、居住

地域の 違 い な ども考慮に入れて 、引き続き調査

を行 う予定である。
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